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〔
書
　
評
〕

板
垣
貴
志
著
『
牛
と
農
村
の
近
代
史
─
家
畜
預
託
慣
行
の
研
究

─
』

野　

間　

万　

里　

子

　

本
書
は
島
根
県
旧
飯
石
郡
鍋
山
村
在
の
新
興
の
牛
持
、
板
垣
家
に

残
さ
れ
た
文
書
群
を
中
心
史
料
と
し
て
牛
持
の
経
営
実
態
と
地
域
社

会
で
果
た
し
た
役
割
と
を
解
明
す
る
一
冊
で
あ
る
。
牛
持
と
は
牛
の

大
規
模
所
有
者
で
あ
り
、
自
家
所
有
牛
を
役
牛
と
し
て
貸
し
出
し
、

ま
た
子
牛
生
産
用
の
母
牛
と
し
て
預
託
す
る
牛
の
生
産
・
育
成
・
供

給
の
元
締
め
と
も
い
え
る
存
在
で
あ
っ
た
。
農
業
史
研
究
で
は
家
畜

の
役
利
用
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
蓄
積
が
存
在
す
る
が
、
役
畜
が
地

域
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
に
生
産
・
育
成
・
供
給
さ
れ
て
い
た
の
か

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
研
究
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、「
水
田
稲
作
史
観
」
と
で
も
い
お
う

か
、
牛
馬
は
あ
く
ま
で
も
農
業
生
産
の
手
段
で
あ
り
、
生
産
力
向
上

に
い
か
に
貢
献
し
た
か
と
い
う
点
に
関
心
が
集
中
し
て
い
た
こ
と
が

指
摘
で
き
る
。
具
体
的
に
は
牛
馬
耕
の
普
及
が
家
畜
に
関
す
る
農
業

史
の
中
心
的
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
牛
馬
は
古
く
か
ら
生
産
と

使
役
が
地
域
的
に
分
化
し
て
お
り
、
本
書
で
見
る
よ
う
な
生
産
地
帯

（
＝
山
間
部
お
よ
び
島
嶼
部
等
水
田
稲
作
不
適
地
帯
）
で
は
家
畜
の
生
産

と
流
通
が
地
域
社
会
の
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
こ
で
生

産
さ
れ
た
牛
馬
が
使
役
地
帯
に
送
ら
れ
農
業
生
産
を
支
え
て
い
た
こ

と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
農
業
史
、
畜
産
史
な
ら
び
に
地
方
史
に
た
い

す
る
本
書
の
貢
献
は
非
常
に
大
き
い
。

　

二
つ
目
の
理
由
と
し
て
、
家
畜
に
関
わ
る
諸
活
動
が
史
料
と
し
て

残
り
に
く
い
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
著
者
は
親
戚
家
の
蔵
か
ら
文
書
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を
発
見
、
さ
ら
に
家
屋
解
体
の
際
に
茶
箪
笥
や
裁
縫
箱
な
ど
か
ら
も

文
書
類
が
発
見
さ
れ
た
。
土
地
関
連
、
金
融
関
連
、
村
議
会
や
寺
社

に
関
わ
る
文
書
な
ど
小
片
史
料
を
含
め
る
と
五
千
点
に
も
の
ぼ
る
中

か
ら
、
牛
関
連
資
料
を
整
理
し
分
析
を
行
っ
た
。
板
垣
家
四
代
目
の

栄
之
助
が
牛
馬
商
免
許
を
取
得
し
た
一
八
八
七
年
か
ら
五
代
目
秀
吉

が
死
去
す
る
一
九
四
六
年
ま
で
、
牛
経
営
の
全
期
間
に
わ
た
る
帳
簿

が
残
さ
れ
て
お
り
、
家
畜
預
託
慣
行
の
実
証
分
析
が
可
能
と
な
っ
た
。

と
は
い
え
、
残
さ
れ
た
史
料
は
「
備
忘
録
程
度
の
認
識
で
粗
雑
に
記

さ
れ
る
箇
所
も
多
く
、
定
期
的
に
収
支
決
算
し
て
い
る
わ
け
で
も
な

い
」（
三
七
頁
）
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
。
し
か
も
こ
う
し
た
史
料

を
利
用
し
た
類
似
研
究
は
な
い
。
経
済
史
研
究
、
農
業
史
研
究
に
お

け
る
家
畜
の
位
置
づ
け
の
弱
さ
、
史
料
上
の
制
約
を
考
え
る
と
、

「
牛
で
歴
史
研
究
が
で
き
る
の
か
、
長
い
間
悩
み
続
け
て
き
た
」
と

い
う
あ
と
が
き
冒
頭
の
言
葉
が
リ
ア
ル
で
あ
る
。

　

本
書
で
扱
う
家
畜
預
託
慣
行
に
は
次
の
二
種
が
含
ま
れ
る
。
ま
ず

一
つ
目
は
、「
預
け
牛
」
と
呼
ば
れ
る
子
牛
生
産
を
目
的
と
し
た
牝

成
牛
の
預
託
慣
行
で
あ
る
。
預
託
先
農
家
を
厩
先
と
呼
ぶ
が
、
牛
持

と
厩
先
の
関
係
は
本
書
の
重
要
な
論
点
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
二

つ
目
が
「
鞍
下
牛
」
と
呼
ば
れ
る
使
役
を
目
的
と
す
る
牡
成
牛
の
貸

借
関
係
で
あ
る
。
子
牛
生
産
に
つ
い
て
は
畜
産
学
（
育
種
学
）、
役

利
用
に
関
し
て
は
農
業
経
済
学
と
、
従
来
の
研
究
で
は
別
個
に
取
り

扱
わ
れ
て
き
た
両
者
を
合
わ
せ
て
家
畜
預
託
慣
行
と
し
て
分
析
す
る

点
は
、
牛
持
と
い
う
存
在
に
焦
点
を
定
め
た
本
書
の
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
と
い
え
よ
う
。

　

分
析
視
角
と
し
て
（
一
）
家
畜
を
富
と
し
て
み
る
視
角
、（
二
）

家
畜
品
種
改
良
の
視
角
、（
三
）
地
域
社
会
の
視
角
、
を
掲
げ
る
本

書
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

は
し
が
き

　

序　

章　

課
題
と
視
角

　

第
一
章　

家
畜
小
作
概
念
の
再
検
討

　

第
二
章　

牛
生
産
地
域
に
お
け
る
家
畜
所
有
の
歴
史
的
展
開

　

第
三
章　

中
国
山
地
に
お
け
る
蔓
牛
造
成
の
社
会
経
済
的
要
因

　

第
四
章　

中
国
山
地
に
お
け
る
役
牛
の
売
買
流
通
過
程
と
牛
馬
商

　

第
五
章　

鞍
下
牛
慣
行
に
よ
る
役
牛
の
循
環
と
地
域
社
会

　

第
六
章　

中
国
山
地
の
預
け
牛
関
係
に
み
る
信
頼
・
保
険
・
金
融

　

終　

章　

家
畜
預
託
慣
行
の
盛
衰
と
近
代
日
本
農
村

　

附　

論　

板
垣
家
文
書
の
史
料
群
構
造

　

聞
き
書
き
ノ
ー
ト
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第
一
章
で
は
、
昭
和
恐
慌
時
に
農
家
の
苦
境
を
打
開
す
る
た
め
打

ち
出
さ
れ
た
有
畜
農
業
奨
励
策
以
降
、
牛
馬
耕
が
動
力
耕
耘
機
に

取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
一
九
六
〇
年
代
ま
で
の
期
間
に
活
発
化
し
た

「
家
畜
小
作
」
研
究
を
整
理
し
、
批
判
し
て
い
る
。「
家
畜
小
作
」
研

究
は
主
に
農
業
経
済
学
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
が
、
農
村
近
代
化
を

い
か
に
し
て
進
め
る
か
と
い
う
彼
ら
の
目
的
意
識
が
家
畜
預
託
慣
行

を
前
近
代
的
な
も
の
、
半
封
建
的
な
も
の
と
し
て
否
定
的
に
評
価
す

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
指
摘
す
る
。

　

そ
も
そ
も
家
畜
預
託
慣
行
に
は
、
子
畜
生
産
を
目
的
と
す
る
以
外

に
、
労
働
力
と
し
て
の
牛
馬
の
賃
貸
借
や
共
有
、
単
な
る
飼
育
の
委

託
と
い
っ
た
も
の
も
あ
り
、
地
域
に
よ
り
そ
の
呼
称
も
さ
ま
ざ
ま
で

あ
っ
た
。「
家
畜
小
作
」
研
究
の
代
表
的
な
論
者
で
あ
る
宮
坂
梧
朗

は
、
そ
う
し
た
多
様
な
家
畜
預
託
慣
行
の
中
か
ら
、
家
畜
所
有
者
と

家
畜
飼
養
者
と
の
間
に
金
銭
的
利
益
（
子
畜
の
売
却
代
金
、
育
成
・
肥

育
に
よ
る
評
価
額
の
上
昇
分
）
分
配
を
生
じ
る
も
の
を
「
家
畜
小
作
」

と
定
義
し
た
。
も
と
は
土
地
小
作
に
と
も
な
う
農
作
業
補
助
・
生
産

力
増
進
を
目
的
と
す
る
家
畜
の
貸
与
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
地
主
的
関

係
が
、
商
業
的
畜
産
が
進
展
す
る
に
つ
れ
て
土
地
小
作
か
ら
分
離
、

資
本
に
従
属
す
る
商
人
的
関
係
へ
と
展
開
し
た
と
考
え
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
宮
坂
ら
は
家
畜
小
作
と
土
地
小
作
と
の
間
に
強
い
類
比
を

見
て
お
り
、
畜
主
と
飼
養
者
と
の
関
係
は
「
果
実
の
分
配
」
を
め
ぐ

り
対
立
的
だ
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
小
野
茂
樹
は
牛
の
購

入
資
金
を
持
た
な
い
農
家
が
牛
を
飼
養
で
き
る
点
に
注
目
し
、
零
細

農
に
と
っ
て
福
祉
的
慣
行
で
あ
っ
た
と
評
価
し
た
。
序
章
で
提
示
さ

れ
た
著
者
の
視
角
は
、
小
野
の
評
価
を
発
展
的
に
継
承
す
る
も
の
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

第
二
章
で
は
、
板
垣
家
文
書
の
中
の
牛
経
営
に
関
す
る
史
料
を
整

理
し
、
そ
こ
か
ら
板
垣
家
の
牛
経
営
の
時
期
区
分
、
牛
所
有
の
変
遷

を
導
き
出
し
て
い
る
（
板
垣
家
文
書
発
掘
の
経
緯
、
収
納
状
況
、
史
料

群
構
造
に
つ
い
て
は
、
附
論
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
）。
板
垣
家
が
牛
経

営
を
始
め
た
当
初
は
一
冊
の
帳
簿
で
あ
っ
た
の
が
、
最
終
的
に
は

（
一
）
鞍
下
牛
関
係
帳
簿
、（
二
）
牛
売
買
関
係
帳
簿
、（
三
）
牛
台

帳
、（
四
）
周
旋
関
係
帳
簿
の
四
種
へ
と
分
化
し
て
い
く
。
帳
簿
の

付
け
方
と
収
益
方
法
と
は
密
接
に
関
係
す
る
と
考
え
た
著
者
は
、
板

垣
家
の
牛
経
営
の
展
開
を
次
の
よ
う
に
時
期
区
分
す
る
。

　

一
八
八
〇
年
代
の
デ
フ
レ
を
背
景
に
板
垣
家
が
牛
馬
商
免
許
を
取

得
、
牛
経
営
に
乗
り
出
す
。
そ
れ
以
前
よ
り
板
垣
家
は
多
少
の
貸
金

を
行
っ
て
い
た
が
、
貸
付
金
回
収
の
た
め
債
務
者
の
牛
の
所
有
権
を

板
垣
家
に
移
し
、
飼
養
は
そ
の
ま
ま
債
務
者
が
行
う
形
で
、
預
け
牛

関
係
に
入
る
こ
と
が
デ
フ
レ
の
影
響
で
頻
発
、
こ
う
し
て
集
中
し
た
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牛
の
売
買
を
自
ら
行
う
た
め
一
八
八
七
年
、
牛
馬
商
免
許
を
取
得
し

た
（
形
成
期
・
一
八
八
七
～
一
九
〇
五
年
）。
一
九
〇
〇
年
代
後
半
～

一
九
一
〇
年
代
に
は
、
中
国
山
地
奥
部
の
厩
先
を
確
保
す
る
こ
と
で

優
良
牛
を
自
前
で
生
産
・
育
成
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
（
転
換

期
・
一
九
〇
六
～
一
三
年
）。
こ
の
時
期
に
帳
簿
は
（
一
）
鞍
下
牛
関

係
帳
簿
と
（
二
）
牛
売
買
関
係
帳
簿
の
二
冊
に
分
化
す
る
。
安
定
期

（
一
九
一
四
～
三
五
年
）
に
な
る
と
こ
れ
に
牝
牡
別
の
（
三
）
牛
台
帳

が
加
わ
る
。
牛
台
帳
か
ら
は
優
良
牛
育
成
を
目
指
す
血
統
志
向
が
読

み
取
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
一
九
三
六
年
に
（
四
）
周
旋
関
係
帳

簿
が
加
わ
る
が
、
こ
れ
は
預
け
牛
関
係
の
解
消
、
所
有
規
模
の
縮
小

と
関
連
す
る
（
衰
退
期
・
一
九
三
六
～
四
七
年
）。
背
景
に
は
、「
有
畜

農
業
奨
励
規
則
」（
一
九
三
二
年
）
や
軍
馬
徴
発
に
伴
う
役
牛
に
よ
る

役
馬
の
置
換
、
皮
革
・
食
肉
に
対
す
る
軍
需
の
伸
長
と
い
っ
た
要
因

に
よ
り
牛
価
格
が
高
騰
、
中
国
山
地
に
お
け
る
子
牛
生
産
が
高
度
化

し
て
い
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

記
帳
様
式
の
変
遷
か
ら
見
事
に
牛
経
営
の
歴
史
的
展
開
を
導
い
て

お
り
、
非
常
に
興
味
深
い
分
析
と
な
っ
て
い
る
。
形
成
期
と
衰
退
期

に
つ
い
て
は
、
デ
フ
レ
や
農
業
恐
慌
・
戦
時
体
制
と
い
っ
た
社
会
経

済
状
況
と
の
関
連
か
ら
の
説
明
も
さ
れ
て
い
る
が
、
転
換
期
、
安
定

期
に
関
し
て
は
板
垣
家
に
特
有
の
時
期
区
分
と
考
え
ら
れ
る
の
か
、

そ
れ
と
も
よ
り
広
く
全
国
的
あ
る
い
は
地
域
的
傾
向
と
し
て
考
え
ら

れ
る
の
だ
ろ
う
か
、
少
し
説
明
が
欲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

第
三
章
で
は
家
畜
改
良
の
視
角
か
ら
、
板
垣
家
文
書
を
分
析
す
る
。

厩
先
圏
と
い
う
空
間
的
・
位
置
的
分
析
概
念
を
置
く
こ
と
で
、
役
牛

の
育
成
シ
ス
テ
ム
の
実
態
と
そ
の
社
会
経
済
的
要
因
を
解
明
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
中
国
山
地
の
中
で
も
島
根
県
仁
多
郡
、
鳥
取
県
日
野

郡
、
広
島
県
比
婆
郡
、
岡
山
県
阿
哲
郡
を
中
心
と
す
る
山
地
奥
部
一

帯
が
子
牛
生
産
の
中
核
地
帯
で
あ
り
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
独
自
の

選
抜
に
よ
り
蔓
牛
と
呼
ば
れ
る
一
種
の
血
統
牛
生
産
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
板
垣
家
が
位
置
す
る
島
根
県
飯
石
郡
鍋
山
村
は

こ
の
中
核
地
帯
の
外
（
山
地
中
腹
部
）
に
位
置
す
る
た
め
、
山
地
奥

部
に
厩
先
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
。
牛
台
帳
や
牛
売
買
関
係

帳
簿
の
分
析
か
ら
、
板
垣
家
で
は
、
自
村
内
で
生
ま
れ
た
子
牛
を
自

家
所
有
に
す
る
割
合
は
一
割
強
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
山
地
奥
部
厩

先
で
生
ま
れ
た
子
牛
は
そ
の
半
数
以
上
を
自
家
所
有
に
し
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
山
地
奥
部
以
外
で
生
ま
れ
た

若
齢
牛
を
購
入
し
た
場
合
も
、
購
入
後
山
地
奥
部
へ
預
託
し
育
成
し

よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
預
け
牛
と
い
う
形
で

山
地
奥
部
に
集
中
的
に
資
本
投
下
し
て
い
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い

る
。
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山
地
奥
部
が
優
良
牛
生
産
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
蔓
牛
造
成
の
歴
史

か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
優
良
牛
と
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
牛
な

の
だ
ろ
う
か
。
著
者
は
鞍
下
牛
貸
出
先
農
家
や
取
引
の
あ
る
牛
馬
商

か
ら
の
書
簡
を
分
析
し
、
頑
健
で
あ
る
こ
と
、
温
順
で
あ
る
こ
と
、

体
格
が
大
き
す
ぎ
な
い
も
の
と
い
っ
た
資
質
を
抽
出
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
資
質
は
放
牧
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る
部
分
が
大
き
く
、
し
た

が
っ
て
放
牧
適
地
に
恵
ま
れ
た
山
地
奥
部
が
優
良
牛
産
地
と
な
る
の

で
あ
る
。
こ
の
事
自
体
は
目
新
し
い
発
見
で
は
な
い
も
の
の
、
書
簡

か
ら
、
ま
た
巻
末
の
聞
き
書
き
ノ
ー
ト
か
ら
、
一
頭
一
頭
個
性
を

持
っ
た
牛
の
姿
や
優
良
牛
を
希
求
す
る
人
び
と
の
思
い
が
鮮
や
か
に

伝
わ
っ
て
く
る
。
ま
た
、
山
地
奥
部
の
地
理
的
・
植
生
的
条
件
だ
け

で
な
く
牛
購
入
資
本
の
調
達
が
品
種
改
良
の
要
件
で
あ
っ
た
と
す
る

著
者
の
指
摘
は
、
家
畜
を
富
と
し
て
み
る
本
書
の
視
角
か
ら
生
ま
れ

る
も
の
で
あ
り
、
預
け
牛
の
金
融
装
置
と
し
て
の
側
面
は
第
六
章
で

さ
ら
に
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

残
念
な
が
ら
、
著
者
が
「
経
験
的
叡
智
の
結
晶
」
と
高
く
評
価
す

る
優
良
牛
生
産
の
具
体
的
方
法
・
方
針
は
、
板
垣
家
文
書
か
ら
は
知

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
板
垣
家
の
重
要
な
厩
先
が
位
置
す
る
島
根
県

仁
多
郡
で
は
一
九
〇
〇
年
代
に
シ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
種
に
よ
る
改
良
方

針
を
定
め
、
一
九
一
六
年
以
降
は
こ
れ
を
廃
止
、
和
種
お
よ
び
デ
ボ

ン
系
改
良
和
種
に
よ
る
牛
種
改
良
を
行
っ
て
い
く）（
（

。
さ
ら
に
一
九
一

九
年
に
島
根
県
標
準
体
型
を
作
成
、
一
九
二
一
年
よ
り
登
録
を
開
始

す
る）（
（

。
こ
う
し
た
牛
種
改
良
方
針
の
策
定
に
よ
り
、
厩
先
の
子
牛
生

産
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
変
化
し
な
か
っ
た
の

か
。
ま
た
こ
れ
ら
の
改
良
方
針
は
厩
先
や
鞍
下
牛
使
役
農
家
の
望
む

優
良
牛
と
重
な
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
つ
の
手
が
か
り
が

牛
価
格
の
個
体
差
の
変
化
で
あ
ろ
う
。
標
準
体
型
に
則
る
牛
が
厩
先

や
使
役
農
家
の
求
め
る
牛
で
あ
れ
ば
、
登
録
牛
が
他
の
牛
に
比
べ
高

値
を
付
け
る
こ
と
に
な
る
。
改
良
の
結
果
牛
が
均
一
化
し
て
い
け
ば
、

今
度
は
逆
に
、
価
格
の
個
体
差
は
小
さ
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
本

書
一
四
二
～
一
四
五
頁
に
示
さ
れ
た
「
表
（（　

牛
の
平
均
価
格
と
個

体
差
」
を
見
る
限
り
、
牛
価
格
の
個
体
差
の
経
年
的
な
変
化
は
確
認

で
き
な
い
。
山
地
奥
部
の
牛
だ
け
で
検
討
す
る
と
ま
た
違
っ
た
結
果

が
見
え
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、「
備
忘
録
程
度
」
で
あ

り
全
取
引
が
記
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
こ
の
点
に
関

し
て
は
板
垣
家
文
書
か
ら
結
論
を
引
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

続
く
第
四
章
で
は
、
牛
馬
商
の
階
層
構
造
が
地
域
社
会
に
遍
く
牛

（
購
入
資
金
）
を
行
き
渡
ら
せ
た
こ
と
、
常
連
間
で
の
取
引
は
モ
ラ

ル
ハ
ザ
ー
ド
を
抑
制
す
る
働
き
が
あ
っ
た
こ
と
、
を
明
ら
か
に
し
て
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い
る
。
農
家
経
済
に
た
い
し
て
牛
購
入
価
格
は
高
価
で
あ
り
か
つ
品

質
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
そ
こ
で
農
家
は
、
牛
の
性
別
・
年
齢
・
用

途
に
よ
り
専
門
化
し
た
牛
馬
商
の
目
利
き
を
頼
り
常
連
と
な
る
こ
と

で
、
要
望
に
沿
っ
た
牛
を
適
当
な
時
期
に
周
旋
し
て
も
ら
う
。
大
規

模
に
牛
を
所
有
す
る
牛
持
が
、
広
範
囲
に
存
在
す
る
個
々
の
農
家
の

希
望
に
迅
速
に
応
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
間
に
小
バ
ク
ロ
ウ
の
活
動

領
域
が
生
ま
れ
る
。
し
た
が
っ
て
牛
持
は
所
有
牛
が
ど
こ
に
預
託
さ

れ
た
の
か
を
知
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。
牛
馬
商
の
階
層
構
造
は
し
ば

し
ば
小
バ
ク
ロ
ウ
の
牛
持
へ
の
従
属
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
が
、

著
者
は
、
継
続
的
な
取
引
関
係
に
よ
り
信
頼
関
係
を
築
い
た
他
、
小

バ
ク
ロ
ウ
の
目
利
き
違
い
に
よ
る
損
失
時
に
牛
持
が
援
助
す
る
な
ど
、

家
畜
取
引
の
危
険
軽
減
・
分
散
機
能
を
果
た
し
て
い
た
と
指
摘
す
る
。

　

第
五
章
で
は
鞍
下
牛
の
地
域
内
循
環
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
牛

持
に
よ
る
鞍
下
牛
貸
出
の
慈
恵
的
・
相
互
扶
助
的
側
面
を
強
調
す
る
。

先
に
預
け
牛
と
鞍
下
牛
と
を
合
わ
せ
て
分
析
し
た
点
に
本
書
の
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
あ
る
と
述
べ
た
が
、
そ
の
意
義
は
本
章
の
分
析
に
明

ら
か
で
あ
る
。

　

板
垣
家
で
は
、
ま
ず
三
～
六
月
上
旬
に
、
田
植
時
期
の
早
い
飯
石

郡
山
地
奥
部
・
仁
多
郡
・
広
島
県
比
婆
郡
に
鞍
下
牛
を
貸
し
出
す

（
一
番
鞍
）。
そ
の
後
田
植
時
期
の
遅
い
簸
川
郡
神
戸
川
下
流
域
に
貸

し
出
し
（
二
番
鞍
）、
七
月
上
旬
か
ら
九
月
下
旬
ま
で
、
飼
料
の
豊

富
な
山
地
奥
部
に
飼
育
を
委
託
（
夏
鞍
・
草
負
牛
・
草
刈
牛
）、
秋
冬

は
再
び
平
野
部
に
飼
育
を
委
託
（
冬
飼
）
し
て
い
た
。
興
味
深
い
こ

と
は
、
中
核
的
牛
生
産
地
で
あ
る
山
地
奥
部
へ
貸
し
出
し
て
い
る
点

で
あ
る
。
牛
飼
養
農
家
が
多
い
山
地
奥
部
で
は
あ
る
が
、
耕
土
が
深

い
こ
と
、
牛
生
産
に
特
化
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
自
家
飼
養
牝
牛
を

使
役
に
供
さ
ず
に
わ
ざ
わ
ざ
鞍
下
牛
を
借
り
て
い
た
の
で
あ
る
。
山

地
奥
部
で
生
ま
れ
た
牝
牛
は
生
産
に
特
化
し
優
良
牛
を
生
む
。
牡
牛

は
、
鞍
下
牛
と
し
て
地
域
内
を
循
環
し
農
業
生
産
に
役
立
つ
と
と
も

に
、
山
地
奥
部
が
子
牛
生
産
に
特
化
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
預

け
牛
と
鞍
下
牛
の
有
機
的
連
関
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
鞍
下
牛
収

入
（
基
本
的
に
米
納
）
は
、
牛
購
入
費
、
飼
養
管
理
に
か
か
る
労
力

を
考
え
る
と
、「
投
資
に
対
す
る
収
益
と
し
て
見
合
う
も
の
で
は
な

い
」（
一
一
九
～
一
二
〇
頁
）
た
め
、
大
規
模
に
牛
を
所
有
し
地
域
社

会
に
役
牛
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
は
、「
牛
持
が
地
域
社
会
か
ら
要
望

さ
れ
た
大
き
な
社
会
的
役
割
」
だ
っ
た
と
結
論
し
て
い
る
。
だ
が
戦

間
期
以
降
、
現
物
米
に
よ
る
鞍
下
牛
収
入
の
激
減
（
農
村
へ
の
貨
幣

経
済
の
浸
透
）
と
、
鞍
下
米
の
高
い
広
島
県
比
婆
郡
へ
の
貸
出
割
合

の
増
加
（
地
域
社
会
内
に
お
け
る
慈
恵
的
慣
行
か
ら
利
益
追
求
的
経
営

へ
の
転
換
）
と
い
う
変
化
を
迎
え
る
。
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第
六
章
で
は
牛
持
と
厩
先
の
経
済
的
関
係
か
ら
、
預
け
牛
が
地
域

社
会
で
果
た
し
て
い
た
役
割
を
検
証
し
て
い
る
。
預
け
牛
関
係
は

「
足
一
本
」
な
ら
生
産
仔
牛
価
格
の
四
分
の
一
が
厩
先
、
四
分
の
三

が
牛
持
の
取
り
分
、「
足
二
本
」
な
ら
折
半
と
い
う
よ
う
な
分
益
契

約
に
す
る
こ
と
で
、
牛
価
格
の
変
動
や
個
体
差
、
死
亡
と
い
っ
た
リ

ス
ク
を
分
散
し
て
い
た
。
こ
れ
を
著
者
は
預
け
牛
関
係
の
保
険
機
能

と
す
る
。

　

板
垣
家
文
書
か
ら
は
、
利
益
分
配
率
が
厩
先
四
分
の
一
、
牛
持
四

分
の
三
で
あ
っ
た
の
が
日
露
戦
後
ご
ろ
か
ら
徐
々
に
厩
先
へ
の
分
配

率
が
上
が
っ
て
い
き
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
二
分
の
一
に
固
定
化
し

た
こ
と
が
分
か
る
。
著
者
は
さ
ら
に
、
厩
先
を
山
地
奥
部
、
周
辺
村
、

周
辺
村
の
中
で
も
血
縁
関
係
の
あ
る
厩
先
に
分
け
て
分
析
す
る
。
血

縁
関
係
に
あ
る
厩
先
と
の
取
引
は
当
主
が
代
変
わ
り
し
て
も
長
期
的

に
取
引
関
係
を
結
ぶ
ケ
ー
ス
が
多
く
、
利
益
分
配
率
が
二
分
の
一
に

な
る
の
が
一
九
一
〇
年
前
後
と
や
や
早
い
。
板
垣
家
が
親
戚
家
で
あ

る
厩
先
に
資
金
融
資
を
し
て
い
た
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
無
利

息
で
貸
し
て
お
り
し
か
も
牛
代
を
以
っ
て
返
済
し
て
い
る
。
ま
た
、

別
の
親
戚
家
で
は
、
利
益
分
配
率
を
め
ぐ
り
、
二
分
の
一
で
は
「
甚

ダ
困
難
」
で
あ
る
た
め
、
七
割
の
分
配
を
求
め
る
書
簡
を
板
垣
家
に

送
っ
て
い
る
（
一
九
二
四
年
）。
こ
れ
ら
史
料
か
ら
、
血
縁
関
係
の
あ

る
厩
先
の
、
牛
持
で
あ
る
板
垣
家
に
対
す
る
従
属
性
が
希
薄
で
あ
っ

た
と
著
者
は
指
摘
す
る
。

　

周
辺
村
の
厩
先
は
数
の
上
で
は
最
も
多
く
六
九
名
に
の
ぼ
る
。
小

作
帳
簿
や
不
在
村
地
主
の
差
配
帳
簿
と
照
合
し
た
結
果
、
そ
の
う
ち

七
割
以
上
が
土
地
小
作
を
と
も
な
わ
な
い
預
け
牛
関
係
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
て
い
る
。
分
配
率
の
上
昇
時
期
は
、
土
地
小
作
の
有
無
で

は
な
く
個
別
的
関
係
が
影
響
し
て
い
た
と
推
察
し
て
い
る
。
こ
の
事

実
は
、
第
一
章
で
の
宮
坂
批
判
の
重
要
な
根
拠
の
一
つ
で
あ
る
。
一

九
一
五
年
か
ら
三
八
年
ま
で
の
間
に
計
一
七
件
の
取
引
記
録
が
残
さ

れ
て
い
る
乗
恒
家
は
、
板
垣
家
の
土
地
小
作
人
で
も
あ
っ
た
。
年
貢

米
の
不
足
そ
の
他
乗
恒
家
は
板
垣
家
に
た
い
し
負
債
を
抱
え
て
い
た

が
、
こ
れ
に
は
親
戚
家
と
同
じ
く
利
息
を
つ
け
て
い
な
い
。
牛
代
か

ら
返
済
し
て
お
り
、
著
者
は
、
預
け
牛
関
係
が
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
金

融
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
す
る
。

　

こ
れ
は
山
地
奥
部
の
厩
先
と
の
関
係
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

山
地
奥
部
の
厩
先
糸
原
家
は
、
鞍
下
牛
借
用
賃
の
滞
納
か
ら
板
垣
家

に
負
債
を
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
負
債
も
や
は
り
無
利

息
で
あ
り
、
大
半
は
子
牛
売
却
価
格
に
よ
っ
て
返
済
さ
れ
て
い
る
。

板
垣
家
は
、
糸
原
家
生
産
子
牛
の
二
四
頭
の
う
ち
一
八
頭
を
自
家
所

有
に
買
い
上
げ
て
お
り
、
糸
原
家
の
優
良
牛
生
産
能
力
を
高
く
評
価
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し
て
い
た
。
著
者
は
厩
先
が
金
融
面
で
牛
持
を
頼
り
に
し
て
お
り
、

牛
持
は
優
良
牛
を
生
産
す
る
厩
先
を
大
事
に
し
て
い
た
と
、
こ
の
関

係
を
互
恵
的
と
み
て
い
る
。
た
だ
、
鞍
下
牛
借
用
賃
が
厩
先
の
経
済

を
圧
迫
し
負
債
を
重
ね
る
原
因
と
な
っ
て
い
た
点
は
看
過
で
き
な
い
。

著
者
は
前
章
で
、
牛
持
に
と
っ
て
鞍
下
米
収
入
は
投
資
と
し
て
見
合

う
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
主
張
し
て
い
た
が
、
そ
れ
す
ら
厩
先
に

と
っ
て
は
大
き
な
負
担
だ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
鞍
下
牛
慣
行
、
ひ
い
て

は
そ
れ
に
支
え
ら
れ
た
山
地
奥
部
で
の
優
良
牛
生
産
の
経
済
的
意
味

を
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
家
畜
改
良
学
者
で
あ
り

中
国
山
地
に
お
け
る
黒
毛
和
種
の
固
定
を
リ
ー
ド
し
た
羽
部
義
孝
に

よ
っ
て
、
鞍
下
牛
慣
行
が
農
家
経
営
上
の
構
造
的
矛
盾
と
し
て
断
罪

さ
れ
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
の
だ
か
ら
。
も
っ
と
も
本
書
に
記
さ
れ

た
糸
原
家
の
事
例
は
、
板
垣
家
へ
の
金
融
的
依
存
が
顕
著
で
あ
っ
た

か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
他
の
厩
先
の
事
例
も
提
示
す
る

こ
と
で
、
著
者
の
主
張
が
説
得
力
を
持
つ
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

利
益
分
配
率
に
関
し
て
は
、
山
地
奥
部
で
は
日
露
戦
後
と
い
う
早

い
時
期
に
二
分
の
一
の
分
配
率
が
実
現
し
て
い
る
。
こ
れ
は
優
良
牛

生
産
の
中
核
地
で
あ
る
山
地
奥
部
に
厩
先
を
確
保
す
る
た
め
の
戦
略

で
あ
り
、
分
配
率
を
上
げ
厩
先
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
引
き
出
す
こ

と
が
意
図
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
著
者
は
そ
れ
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
飼
料
構
造
の
変
化
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
一
般

に
繁
殖
牛
は
乳
牛
・
肥
育
牛
は
も
ち
ろ
ん
役
牛
と
比
べ
て
も
放
牧
期

間
が
長
く
濃
厚
飼
料
給
与
率
も
低
く
、
そ
の
飼
養
管
理
は
粗
放
的
で

あ
っ
た
。
意
識
的
に
優
良
牛
生
産
を
行
う
山
地
奥
部
厩
先
で
は
、
繁

殖
牛
と
し
て
は
早
い
時
期
に
購
入
濃
厚
飼
料
の
給
与
に
踏
み
切
っ
た

の
で
は
な
い
か
、
購
入
飼
料
割
合
が
増
え
る
こ
と
で
子
牛
生
産
に
か

か
る
費
用
が
増
加
し
た
た
め
、
利
益
分
配
率
の
上
昇
が
必
要
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、

牛
持
の
史
料
を
中
心
と
し
て
お
り
厩
先
の
実
態
ま
で
は
不
明
で
あ
る

た
め
、
実
証
と
し
て
や
や
弱
い
と
感
じ
る
。
今
後
の
さ
ら
な
る
民
間

所
在
史
料
の
発
掘
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
産
牛
組
合
が
飼
料
購

入
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
板
垣
家
文
書
を
出
発
点

に
外
の
史
料
と
の
接
点
を
探
っ
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
。

　

終
章
は
、
一
八
八
七
年
か
ら
一
九
四
六
年
ま
で
と
い
う
板
垣
家
の

牛
経
営
の
歴
史
を
、
地
域
史
と
結
ぶ
作
業
と
な
っ
て
い
る
。
た
た
ら

製
鉄
の
衰
退
に
よ
り
鉄
山
師
に
よ
る
家
畜
供
給
シ
ス
テ
ム
が
崩
れ
、

し
か
も
一
八
八
〇
年
代
の
デ
フ
レ
が
家
畜
の
流
動
性
を
高
め
、
板
垣

家
の
よ
う
な
新
興
の
中
小
規
模
の
牛
持
が
誕
生
し
た
と
す
る
。
こ
う

し
て
生
ま
れ
た
役
牛
の
育
成
シ
ス
テ
ム
や
地
域
循
環
は
相
互
扶
助
的
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機
能
を
果
た
し
て
お
り
、「
資
本
主
義
化
の
圧
倒
的
な
波
力
を
緩
衝

す
る
地
域
社
会
の
防
波
堤
」（
一
九
六
頁
）
と
評
価
で
き
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
農
村
に
貨
幣
経
済
が
浸
透
し
た
一
九
二
〇
年
代
、
牛
経
営
は

営
利
的
性
格
を
強
め
て
い
く
。
そ
し
て
一
九
三
〇
年
代
に
は
「
有
畜

農
業
奨
励
規
則
」（
一
九
三
一
年
）
に
端
的
に
表
れ
る
よ
う
な
商
品
的

畜
産
と
、
家
畜
保
険
法
（
一
九
二
九
年
）、
農
業
動
産
信
用
法
（
一
九

三
三
年
）
と
い
っ
た
一
連
の
法
整
備
に
よ
り
家
畜
預
託
慣
行
が
担
っ

て
い
た
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
保
険
・
金
融
機
能
が
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な

も
の
に
置
き
換
え
ら
れ
、
家
畜
預
託
慣
行
は
衰
退
し
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。

　

以
上
、
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
な
が
ら
、
疑
問
点
や
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
も
触
れ
た
。
疑
問
点
や
今
後
の
課
題
は
史
料
上
の
制
約
に

よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
研
究
史
上
の
大
き
な
空
白
地
帯
で
あ
っ
た

家
畜
生
産
・
育
成
・
供
給
に
つ
い
て
本
書
が
具
体
像
を
提
示
し
て
く

れ
た
か
ら
こ
そ
、
生
ま
れ
た
疑
問
で
あ
り
課
題
で
あ
る
。
家
畜
は
主

な
課
税
の
対
象
で
は
な
く
、
ま
た
牛
馬
商
は
農
業
の
傍
ら
兼
ね
ら
れ

る
場
合
も
多
い
た
め
、
そ
も
そ
も
記
録
と
し
て
残
さ
れ
る
こ
と
が
少

な
い
。
私
た
ち
は
、
産
牛
組
合
や
研
究
者
に
よ
り
記
録
さ
れ
た
も
の

か
ら
、
牛
飼
養
・
取
引
の
実
態
を
部
分
的
に
知
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

板
垣
家
文
書
の
よ
う
な
ミ
ク
ロ
な
史
料
が
貴
重
で
あ
る
所
以
で
あ
る
。

仮
に
板
垣
家
文
書
の
よ
う
な
史
料
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
畜
産
史
研

究
が
低
調
で
あ
れ
ば
史
料
価
値
に
気
づ
か
れ
ず
埋
も
れ
た
ま
ま
に
な

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
板
垣
家
文
書
が
著
者
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、

牛
持
の
実
証
研
究
と
し
て
本
書
に
結
実
し
た
こ
と
は
畜
産
史
研
究
、

中
国
山
地
の
地
方
史
研
究
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
幸
運
で
あ
っ
た
。
た

だ
今
後
も
同
レ
ベ
ル
の
研
究
が
増
え
て
い
く
と
考
え
る
の
は
楽
観
的

に
過
ぎ
よ
う
。
史
料
の
制
約
と
向
き
合
い
つ
つ
、
記
述
さ
れ
て
い
な

い
事
柄
が
あ
る
こ
と
を
常
に
考
え
つ
つ
、
研
究
を
進
め
て
い
く
し
か

な
い
の
で
あ
る
が
、
巻
末
に
付
さ
れ
た
聞
き
書
き
ノ
ー
ト
は
そ
の
た

め
の
ヒ
ン
ト
の
よ
う
に
思
え
る
。
六
名
の
牛
経
営
関
係
者
に
よ
る
き

わ
め
て
魅
力
的
な
語
り
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

証
文
な
ん
か
は
な
い
ね
。
そ
れ
で
ね
、
牛
の
商
売
は
手
を
叩
く

こ
と
だ
け
だ
け
ん
。
領
収
書
だ
い
な
ん
だ
い
な
い
だ
。
パ
チ
パ

チ
っ
と
。（
二
一
三
頁
）

牛
の
売
買
を
し
て
儲
け
た
ら
田
ん
ぼ
を
買
い
、
山
を
買
い
、
そ

れ
を
買
わ
な
い
と
町
へ
顔
が
出
さ
れ
な
い
。
か
な
り
な
い
と
村

会
議
員
に
で
も
出
ら
れ
な
い
と
い
う
の
で
、
一
生
懸
命
で
不
動

産
を
買
っ
た
ん
だ
そ
う
で
す
わ
。
ま
ず
は
牛
か
ら
始
め
た
ん
で
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す
わ
。（
二
四
一
頁
）

　

こ
の
二
つ
の
語
り
が
、
牛
持
の
経
営
帳
簿
か
ら
は
分
か
ら
な
い
、

非
常
に
重
要
な
情
報
を
含
ん
で
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
ら
の
語
り
が
板
垣
家
文
書
を
読
み
解
く
大
き
な
助
け
に
な
っ
た
と

想
像
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
は
主
に
民
俗
学
の
領
分
と
さ
れ
て
き
た
聞

き
書
き
、
バ
ク
ロ
ウ
の
世
界
を
歴
史
学
と
し
て
ど
う
扱
う
か
、
本
書

は
そ
の
一
例
で
も
あ
る
の
だ
。

　

本
書
は
全
体
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
板
垣
家

文
書
に
も
聞
き
書
き
に
も
、
本
書
に
は
盛
り
込
め
な
か
っ
た
部
分
、

分
析
を
深
め
き
れ
な
か
っ
た
部
分
が
、
お
そ
ら
く
相
当
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
本
書
の
次
の
展
開
を
期
待
す
る
。
た
と
え
ば
板
垣

家
文
書
の
世
界
と
、
外
の
世
界
の
接
合
を
よ
り
追
及
し
て
ほ
し
い
。

板
垣
家
の
時
期
区
分
が
独
自
の
も
の
な
の
か
地
域
的
広
が
り
を
持
つ

も
の
な
の
か
終
章
で
素
描
さ
れ
た
議
論
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
は
可

能
で
は
な
い
か
、
牛
肉
消
費
の
拡
大
と
深
化
は
牛
産
地
に
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
等
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
多
い
。

特
に
評
者
個
人
の
関
心
に
寄
せ
て
い
う
な
ら
ば
、
産
牛
地
に
お
け
る

科
学
的
知
識
と
経
験
的
知
識
の
接
合
も
興
味
深
い
論
点
と
な
る
だ
ろ

う
。

　

評
者
は
、
滋
賀
県
に
お
け
る
牛
肥
育
技
術
の
展
開
過
程
に
関
す
る

研
究
を
行
っ
た
際
、
滋
賀
県
農
会
が
肥
育
の
先
進
地
域
で
あ
っ
た
蒲

生
郡
農
家
の
肥
育
方
法
を
記
録
し
、
科
学
的
な
飼
料
標
準
に
照
ら
し

合
わ
せ
評
価
、
さ
ら
に
そ
の
結
果
を
も
と
に
県
内
他
地
域
へ
肥
育
指

導
を
行
う
と
い
う
肥
育
奨
励
策
を
と
っ
た
事
例
に
接
し
た）（
（

。
農
会
に

よ
る
技
術
普
及
を
契
機
に
、
経
験
的
知
識
が
お
そ
ら
く
初
め
て
記
録

（
数
量
化
・
文
書
化
）
さ
れ
科
学
的
知
識
と
接
合
す
る
こ
と
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
中
国
山
地
に
お
け
る
優
良
牛
生
産
に
関
す
る
経
験

的
知
識
に
関
し
て
も
、
家
畜
改
良
学
研
究
者
の
羽
部
義
孝
ら
に
よ
っ

て
文
書
化
さ
れ
た
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
羽
部
ら
の

活
動
の
中
に
痕
跡
を
残
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
家
畜
改
良
学

と
い
う
外
の
世
界
と
板
垣
家
文
書
を
つ
な
ぐ
よ
う
な
研
究
の
展
開
が

期
待
で
き
る
。

　

も
し
そ
う
し
た
経
験
的
知
識
が
科
学
的
知
識
と
接
合
す
る
こ
と
が

あ
っ
た
な
ら
ば
、
両
者
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

滋
賀
県
農
会
に
よ
る
肥
育
技
術
指
導
は
い
く
つ
か
の
飼
料
給
与
例
を

提
示
す
る
こ
と
で
な
さ
れ
た
が
、
個
々
の
肥
育
農
家
に
お
い
て
は
自

給
可
能
な
飼
料
の
種
類
・
量
お
よ
び
牛
個
体
に
よ
る
飼
料
の
嗜
好
な

ど
に
合
わ
せ
て
か
な
り
柔
軟
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
肥
育
試
験

の
経
緯
か
ら
し
て
も
経
験
的
知
識
を
重
視
す
る
接
合
で
あ
っ
た
と
い
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え
る
。
背
景
に
は
、
肥
育
は
脂
肪
交
雑
と
い
う
日
本
に
き
わ
め
て
特

徴
的
な
志
向
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
肥
育
の
成
否
は
牛
を
解

体
す
る
ま
で
分
か
ら
ず
解
体
し
て
し
ま
え
ば
や
り
直
し
は
効
か
な
い

た
め
、
ど
こ
ま
で
が
牛
の
資
質
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
肥
育
技
術
に

よ
る
も
の
な
の
か
確
定
し
に
く
く
、
科
学
化
が
難
し
い
こ
と
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
家
畜
改
良
に
つ
い
て
は
、
改
良
の
方
向
性
は
違
え

ど
も
西
洋
に
も
遺
伝
学
に
基
づ
く
体
系
が
あ
り
、
ま
た
改
良
法
の
良

否
は
同
じ
親
牛
の
産
子
を
見
る
こ
と
で
評
価
可
能
で
あ
る
。
肥
育
と

比
べ
る
と
科
学
的
知
識
と
の
出
会
い
は
違
っ
た
形
を
と
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
は
牛
に
関
す
る
知
識
・
技
術
だ
け
で
な
く
、

た
と
え
ば
稲
作
技
術
に
お
け
る
経
験
的
知
識
と
科
学
的
知
識
の
あ
り

よ
う
（
老
農
に
よ
る
技
術
改
良
・
普
及
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
と

つ
な
が
る
広
が
り
を
も
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
論
点
は
本
書
の
課
題
か
ら
大
き
く
外
れ
る
が
、
本
書
を

出
発
点
と
し
、
牛
と
農
村
を
め
ぐ
る
議
論
が
活
発
化
す
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

（
（
）		
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